
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 医院・施設名 医 師 名 登 録 月 

① おひさまクリニック 上條 剛志 2016年  8月 

② 武田内科クリニック 武田 貞二 2016年  8月 

③ 安曇野形成皮ふクリニック 高橋 信行 2016年  9月 

④ 柏原クリニック 水上 悦子 2016年 10月 

⑤ 中萱医院 中島 美智子 2016年 10月 

平平成成 2288 年年 99 月月 88 日日、、北北アアルルププスス医医療療セセンンタターーああづづみみ病病
院院  病病薬薬連連携携懇懇話話会会がが行行わわれれままししたた。。テテーーママはは、、｢｢地地域域ににおお
けけるる疑疑義義照照会会、、保保険険請請求求にに関関わわるる問問題題点点｣｣とと題題ししてて、、保保険険薬薬
局局のの現現状状をを紹紹介介ししてていいたただだききままししたた。。診診療療報報酬酬改改定定後後のの今今年年
66 月月、、当当院院へへのの 11 ヶヶ月月間間のの疑疑義義照照会会ががどどののよよううなな内内容容ででああ
っったたかかアアンンケケーートト調調査査をを大大北北薬薬剤剤師師会会でで行行いい、、そそのの結結果果がが報報
告告さされれままししたた。。ままたた現現在在全全国国的的にに病病院院ととそそのの地地域域のの保保険険薬薬局局
のの間間でで事事前前合合意意しし、、一一部部疑疑義義照照会会をを不不要要ととししてていいるる病病院院ににつつ
いいててのの紹紹介介ががあありりままししたた。。そそのの他他、、支支払払機機関関かかららのの返返戻戻ににつつ
いいてて、、保保険険薬薬局局のの個個別別指指導導ににつついいててのの報報告告ももあありりままししたた。。今今
年年ははかかねねててかからら大大北北薬薬剤剤師師会会とと協協議議をを深深めめたたいいとと考考ええてていい
たたテテーーママでであありり、、今今回回はは当当院院医医事事課課のの職職員員ににもも参参加加いいたただだ
きき、、充充実実ししたた意意見見交交換換をを行行ううここととがが出出来来ままししたた。。    

  （（薬薬剤剤部部  松松本本和和子子））  

ＴＥＬ(直通) 0261-61-1455 、ＦＡＸ(直通) 0261-61-1456 
Ｅ-mail renkei@azumi-ghp.jp  

 受付時間  平日 8 時 30 分 ～ 17 時、土曜日 ８時 30 分 ～ 12 時 30 分（診療日に限ります） 
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患患者者ささんんののごご紹紹介介等等にに関関すするるおお問問いい合合わわせせ・・ごご要要望望はは、、地地域域医医療療連連携携課課でで承承っってておおりりまますす。。  

北北アアルルププスス医医療療セセンンタターー  ああづづみみ病病院院  地地域域医医療療連連携携課課  

写真：本館 1階 内視鏡室 

『病診連携登録医募集のご案内』（地域の医療機関の先生方へ） 

当院では、患者さんを中心とした地域医療を円滑に推進するため、地域の医療機関の先生方のご支援・ご協力を

いただきながら、地域医療連携をさらに充実・発展・密なものとするべく『病診連携医登録制度』を設けており

ます。詳しくは、地域医療連携課へお気軽にお問い合わせください。  担当：三浦 

おかげさまで、当院の連携登録医制度に、下記の先生方に新規お申し込みをいただきましたのでご紹介いたします。

今後末永いお付き合いをよろしくお願いいたします。（11月末現在、病診連携登録医数86施設） 

「疑義照会に関するアンケート結果」  

｢関東信越厚生局からの指摘事項｣  

｢支払い基金からの指摘事項 返戻など｣ 

はなのき林薬局  林 健太郎  薬剤師 

平平成成 2288 年年 99 月月 88 日日  1199::3300  --  
ああづづみみ病病院院    本本館館 77 階階  ややままななみみホホーールル  
  地地域域ににおおけけるる疑疑義義照照会会、、保保険険請請求求にに関関わわるる問問題題点点  

太田薬局  山本 拓真  薬剤師 

ﾌﾛﾝﾃｨｱ薬局 宮本 玲子  薬剤師 

『冠動脈ＣＴ検査のご案内』（地域の医療機関の先生方へ） 

当院では、冠動脈ＣＴ検査を行っています、ご希望される場合は 循環器内科へのご紹介をお願いいたします。 

また外来予約もお取りできますので、地域医療連携課までお問い合わせください。 
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3年生存率
検診群 (n=110) 94.7%
有症状群 (n=117) 63.4%

P<0.0001

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                             

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高沢 裕子 
（たかざわ  ゆうこ） 

皮膚科 

◆信州大学（平成15 年卒） 

◆皮膚科専門医 

◆日本皮膚科学会 

 日本研究皮膚科学会 

◆◆1100 月月よよりり皮皮膚膚科科でで勤勤務務ささせせてていいたただだくくここととににななりりままししたた。。医医師師ととななっっててかかららはは、、大大学学病病院院勤勤務務ののののちち、、大大学学院院生生

生生活活がが７７年年半半続続きき、、よよううややくく昨昨年年卒卒業業すするるここととががででききままししたた。。ここれれままでで大大学学病病院院のの外外来来やや一一般般病病院院のの非非常常勤勤でで少少ししずず

つつ経経験験をを積積んんででききままししたたがが、、一一般般病病院院にに常常勤勤ととししてて勤勤務務すするるののはは初初めめててでですす。。不不安安ももあありりまますすがが、、よよりり多多くくのの経経験験をを

積積んんでで勉勉強強ししてていいけけるる大大変変良良いい機機会会でであありり、、ここのの度度勤勤務務ささせせてていいたただだくくここととににななりりままししたた。。一一つつ一一つつ勉勉強強ししてていいききたた

いいとと思思いいまますす。。至至ららぬぬ点点がが多多々々あありりまますすがが、、ごご指指導導のの程程宜宜ししくくおお願願いい申申しし上上げげまますす。。  

  

当当院院ににおおけけるる大大腸腸癌癌患患者者のの背背景景  

  ～～ががんん検検診診のの有有効効性性～～  

内視鏡室：秋山直子 、外科：石曽根聡 、病理検査室：小林則康 

 
22001166 年年ががんん統統計計予予測測にによよるるとと大大腸腸ががんん患患者者はは年年々々増増ええ続続けけ、、罹罹患患者者数数でで第第 11 位位、、  

死死亡亡者者数数でで肺肺ががんんにに次次いいでで第第 22 位位ととななっってていいまますす。。当当院院ににおおけけるる大大腸腸ががんん患患者者治治療療件件数数もも手手術術件件数数、、内内視視鏡鏡治治療療

件件数数ととももにに年年々々増増加加傾傾向向ととななっってていいまますす。。今今回回、、22001111 年年かからら 22001166 年年ままででにに当当院院でで診診断断、、治治療療をを行行っったた大大腸腸がが

んん患患者者ささんん 222277 名名ににつついいてて背背景景因因子子をを検検討討すするるととととももににががんん検検診診のの有有効効性性ににつついいてて検検討討をを行行いいままししたた。。  

【大腸がん治療件数】 
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当当院院でで治治療療をを行行っったた大大腸腸ががんん患患者者 222277

名名のの発発見見理理由由でではは、、人人間間ドドッックク、、職職場場やや地地

域域検検診診ななどどででのの便便潜潜血血検検査査陽陽性性にによよりり大大

腸腸内内視視鏡鏡検検査査をを行行いい、、発発見見さされれたた方方がが

111100 名名、、血血便便やや腹腹痛痛、、排排便便異異常常ななどど何何らら

かかのの症症状状のの原原因因精精査査目目的的にに検検査査をを行行いい発発

見見さされれたた方方がが 111177 名名ででししたた。。  

  行行わわれれたた治治療療はは、、外外科科手手術術がが 113333 名名、、

内内視視鏡鏡的的切切除除がが 7733 名名、、そそのの他他がが 2211 名名でで

ししたた。。  

【当院の大腸がん治療患者背景】             【行われた治療】 

 

当院の大腸がん治療患者背景

性別

年齢

検査理由

病変部位

男性
女性

検診 （無症状）
有症状

右側結腸
左側結腸
直腸

135例
92例

71.5±11.6歳
(38-95)

110例
117例

83例
63例
81例

行われた治療

外科手術

内視鏡的切除

その他
緩和療法
化学療法 など

133例 (58.6%)

73例 (32.2%)

21例 (9.3%)

ここれれらら222277名名をを無無症症状状でで発発見見さされれたた検検診診群群とと有有症症状状でで発発見見

さされれたた有有症症状状群群にに分分けけてて治治療療内内容容とと予予後後ににつついいてて検検討討をを行行いい

ままししたた。。  

  

  

【検診群と有症状群】                 【生存曲線と生存率】 

腫瘍径

進行度

治療内容

０・Ⅰ期
Ⅱ・Ⅲ期
Ⅳ期

根治治療
緩和治療

検診群 (n=110)

20.6mm

88 (80.0%)

18 (16.4%)

4 (3.6%)

107 (97.2%)

3 (2.7%)

有症状群 (n=117)

43.6mm

26 (22.2%)

61 (52.1%)

30 (25.6%)

87 (74.3%)

30 (25.6%)

<0.0001

<0.0001

P

<0.0001

検検診診発発見見群群はは有有症症状状群群ににくくららべべてて早早期期ががんんがが多多くく根根治治治治療療率率がが高高いいたためめ、、予予後後がが良良好好でであありり、、早早期期発発見見・・早早期期治治

療療開開始始のの重重要要性性とと検検診診のの有有用用性性がが再再確確認認さされれままししたた。。便便潜潜血血検検査査はは比比較較的的低低負負担担のの検検査査でであありり、、毎毎年年のの検検査査をを勧勧めめ

るるととととももにに陽陽性性のの場場合合ははぜぜひひ大大腸腸内内視視鏡鏡検検査査ををおお勧勧めめししまますす。。  

現現在在当当院院でではは年年間間 663300 例例ほほどどのの大大腸腸内内視視鏡鏡検検査査をを行行っってておおりりまますす。。便便潜潜血血陽陽性性のの方方ののみみななららずず、、おお腹腹でで何何ららかか

のの症症状状ががああるる方方もも是是非非とともも当当院院ににごご紹紹介介いいたただだききまますすよよううおお願願いい申申しし上上げげまますす。。  

  

  

11 月 8 日、当院やまなみホールにて第 50 回あづみ病院地
域連携懇話会が開催されました。今回は記念講演として、信州
大学医学部学部長、信州大学医学部内科学第二教室 教授の田中
榮司先生をお招きし「C 型肝炎の撲滅と病診連携」というテー
マで、C 型肝炎の感染、最新の抗ウイルス薬についてわかりや
すくお話していただきました。 
戦後に多くの方がC型肝炎に感染して以来、がんが増加しま

した。抗ウイルス薬が進歩し、12週間1日1錠の内服でウイ
ルスが排除できる時代になったとのお話がありましたが、ウイ
ルスがいなくなっても発がん率は高いため定期受診が必要であ
るとの指摘がありました。また信州大学医学部附属病院では、
平成20年 10月 1日に肝疾患診療相談センターが開設したと
のご紹介もありました。肝臓は治療薬がどんどん増えており、
専門医が関与しないと難しい領域になるため気軽に相談してほ
しいとのお話がありました。（出席者数：院内外合わせ60名）     

地域医療連携課 児玉祐子 

平平成成 2288 年年 1111 月月 88 日日  1188::3300  --  
ああづづみみ病病院院    本本館館 77 階階  ややままななみみホホーールル  

  第第 5500 回回  記記念念講講演演「「ＣＣ型型肝肝炎炎のの撲撲滅滅とと病病診診連連携携」」  
信信州州大大学学医医学学部部  学学部部長長  
信信州州大大学学医医学学部部  内内科科学学第第二二教教室室  教教授授  

        田田中中  榮榮司司  先先生生  


